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万
願
寺
と
う
が
ら
し
を
生
産

会
社
組
織
で
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定
経
営
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福
知
山
市
三
和
町
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、
２
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（
平
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26
）
年
か
ら
農
業
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株
式
会
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ｎ
。
代
表
取
締
役
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長
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の
久
保
世
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Ｅ
Ｂ
制
作
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後
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』
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、
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域
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で
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、
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業
に
た
ど
り
着
い
た
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農
業
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や
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界
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さ
れ
る
な
ど
、
農
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巡
る
課
題
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く
さ
ん
あ
り
ま
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。
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か
ら
こ
そ
ビ
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ネ
ス
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ャ
ン
ス
だ
と
思
い

ま
し
た
」
と
参
入
の
意
図
を
語
る
。
会
社

を
立
ち
上
げ
、
大
規
模
栽
培
で
農
業
を
ス

ケ
ー
ル
化
。
未
経
験
者
な
ら
で
は
の
発
想

で
、
持
続
的
発
展
を
図
っ
て
き
た
。

「
と
は
い
え
現
実
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
久
保
さ
ん
。

主
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万
願
寺
と
う
が
ら
し
の
安
定
栽
培

を
可
能
に
す
る
ま
で
に
も
多
く
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苦
労
を

要
し
た
と
い
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。
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当
初
2
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0
0
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始
め
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栽
培
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を
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、

今
で
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１
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8
0
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0
株
を
栽
培
す
る

ま
で
に
な
っ
て
い
る
。「
毎
年
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敗
し
て
は
、

そ
こ
か
ら
教
訓
や
課
題
の
解
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策
を
見
出

し
、
改
善
す
る
こ
と
で
規
模
拡
大
を
進
め

て
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ま
し
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」
と
言
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。

中
で
も
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な
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、
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力
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だ
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。「
万
願
寺
と
う
が
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収
穫
期
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半
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、
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人
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な
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デ
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国
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し
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安
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可
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人
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0
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さ
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。
Ｓ
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ａ
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。

　福知山市三和町で、特産品の万願寺とうがらし
と三和ぶどうを生産する株式会社Season。従来の
農業のあり方を問い直し、組織化することで持続
的発展を目指している。代表取締役の久保世智さんに、
これまでの苦労から農業に見出した可能性、今後
の展望まで伺った。

今月の特集インタビュー

がんばってます！
株式会社Season　代表取締役社長兼CEO　久

く ぼ

保 世
ときのり

智 氏

農業の多様な価値を創出し、地域に貢献したい。農業の多様な価値を創出し、地域に貢献したい。

経営支援員のメッセージ
　（株）Season様は、異業種から農業
に参入されたこともあり、これまでの
農業のイメージと大きく異なる取り組
みをされています。特に人材確保や大
学と連携した商品開発、情報発信など、
いつも驚かされると同時に気づきを
与えていただいています。農家の高
齢化や担い手不足、耕作放棄地が拡
大する中山間地域に新しい風を運ん
でいただいていると感じています。
 福知山市商工会　経営支援員　日下 美佳

続きはWEBで掲載しています。京都商工連だより　https://biz.kyoto-fsci.or.jp

万願寺とうがらしの収穫のようす

三和ぶどうを使ったストレー
ト果汁100％ジュース

万
願
寺
と
う
が
ら
し
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５月27日（月）、京都市「都ホテル京都八条」
において、京都府商工会連合会第61回通常総
会を多数の来賓ご臨席のもとに開催しました。

議事については、大山崎町商工会長の齋藤議
長のもとに、提案しました議案全てが可決さ
れました。令和５年度は日本政策金融公庫京
都支店及び京都府事業承継・引継ぎ支援センター
と共同実施で、オープンネーム後継者募集イ
ベント「事業承継マッチングin京都」を開催
し、事業承継支援の拡充を行ったことや、事業継続力強化法に基づく「事業継続力強化支援計画」
に新たに６商工会が認定を受けたことなどについて報告を行いました。また、本年度は３年に
一度の役員改選が行われ、下記のとおり新役員が選任されました。

審議終了後には、商工会役職員表彰や退任される商工会長への感謝状の贈呈が行われました。
対象の方々は下記のとおりです。

● 議　案  
 第１号議案
 　京都府商工会連合会の定款一部改正の件
 第２号議案
 　令和５年度事業報告並びに
 　一般会計及び特別会計決算承認の件
 第３号議案
 　令和５年度
 　商工貯蓄共済事業の事業報告及び
 　決算承認の件
 第４号議案
 　任期満了に伴う役員改選の件

来賓の皆様へ挨拶をする沖田会長

第61回 通常総会開催

Ⅰ 京都府商工会連合会長表彰
1．役員功労者表彰� 19名

商工会名 役職名 氏　名
長 岡 京 市 商 工 会 理 　 　 　 事 江　島　龍　男

八 幡 市 商 工 会

理 　 　 　 事 叶　　　敏　当
理 　 　 　 事 尾　形　良　治
理 　 　 　 事 田　中　　　悟
理 　 　 　 事 山　本　　　均
理 　 　 　 事 立　本　　　信
理 　 　 　 事 吉　田　裕　幸
理 　 　 　 事 奥　本　忠　男

南 丹 市 商 工 会 理 　 　 　 事 谷　尻　昌　史

久 御 山 町 商 工 会

理 　 　 　 事 西　尾　善三郎
理 　 　 　 事 片　岡　　　実
理 　 　 　 事 兵　藤　高　秀
理 　 　 　 事 日　髙　　　修
理 　 　 　 事 巴　山　柾　人
理 　 　 　 事 駒　阪　俊　博

笠 置 町 商 工 会 副 　 会 　 長 西　村　　　稔
精 華 町 商 工 会 理 　 　 　 事 三　好　雅　人

商工会名 役職名 氏　名
南 山 城 村 商 工 会 理 　 　 　 事 木　野　友美子
京 北 商 工 会 理 　 　 　 事 久　保　和　則

２．優良常勤職員表彰�� ２名
商工会名 職　名 氏　名

長 岡 京 市 商 工 会 経 営 支 援 員 中　村　憲　正
木 津 川 市 商 工 会 経 営 支 援 員 近　藤　竜太郎

Ⅱ　退任商工会長感謝状� ７名

商工会名 氏　名
八 幡 市 商 工 会 辻󠄀　　　弥壽彦
木 津 川 市 商 工 会 森　村　　　勝
笠 置 町 商 工 会 松　井　克　夫
和 束 町 商 工 会 井　上　勝　司
京 北 商 工 会 矢　谷　仁　史
伊 根 町 商 工 会 濱　野　儀一郎
与 謝 野 町 商 工 会 足　立　経　彦 �（敬称略・順不同）

（※）は役職変更者及び役職新任者� �
役職内の記載順は商工会コードの順番による�

● 商工会役職員等定例表彰受賞者名簿  

（令和６年５月27日改選）
役職名 氏　��名 所属商工会
会　　長 沖　田　康　彦 京 丹 後 市

副 会 長
髙　橋　信　吾（※） 向 � 日 � 市
鈴　木　俊　寛（※） 京 田 辺 市
行　待　佳　平（※） 京 丹 後 市

専務理事 池　田　静　雄 連 � 合 � 会

理　　事

日　下　英　明（※） 福 知 山 市
寺　田　弘　和 南 � 丹 � 市�
大　倉　竹　次（※） 木 津 川 市
西　村　　　好 久 御 山 町
中　谷　英　輔（※） 井 � 手 � 町
田　尻　儀　久 精 � 華 � 町
安　谷　一　秀（※） 京 丹 波 町
中　山　　　良 青 年 部 連 合 会
本　部　千　賀 女 性 部 連 合 会
谷　津　伸　幸 壮 青 年 部

監　　事 清　水　　　甚（※） 宇 治 田 原 町
岸　部　　　敬（※） 与 謝 野 町

● 京都府商工会連合会 新役員名簿  



4

令和６年４月26日（金）京都経済センターにて中小企業応援隊委嘱状交付式が行われました。
交付式では鈴木一弥京都府副知事より激励の言葉が送られ、交付を受けた32名の応援隊員は事業所への伴走支

援を行う決意を新たにしました。府内商工会からは６人の経営支援員が新たに応援隊員となりました。
交付式終了後には研修会が開催され、最近の小規模事業者の支援動向情報共有や府内経営支援員の支援事例の

紹介等がありました。

「中小企業応援隊」委嘱状交付式

【人事異動・新規採用】 令和６年４月１日付

氏　名 令和６年度所属
（４月１日配置先）

令和５年度所属等
（３月31日） 備　考

古　田　孝　之 大 山 崎 町 商 工 会 木 津 川 市 商 工 会
田　中　祥　悟 久 御 山 町 商 工 会 新 規 採 用 者
本　郷　佳　典 南 丹 市 商 工 会 新 規 採 用 者
檜　垣　哲　也 木 津 川 市 商 工 会 京 都 府 商 工 会 連 合 会
田　﨑　寛　人 木 津 川 市 商 工 会 京 都 府 商 工 会 連 合 会
松　田　智　美 木 津 川 市 商 工 会 大 山 崎 町 商 工 会
河　邊　裕　之 伊 根 町 商 工 会 与 謝 野 町 商 工 会
上　辻　佑　真 与 謝 野 町 商 工 会 伊 根 町 商 工 会
西　岡　光　喜 与 謝 野 町 商 工 会 新 規 採 用 者
森　口　千　賀 京都府商工会連合会 新 規 採 用 者
別　所　晃　司 京都府商工会連合会 新 規 採 用 者

【定年・退職】 令和６年３月31日付

氏　名 令和５年度所属 旧職等 備　考

河　合　正　晃 京 北 商 工 会 事 務 局 長 退職

谷　村　六　夫 京 田 辺 市 商 工 会 事 務 局 長 退職

井ノ倉　真里子 木 津 川 市 商 工 会 事 務 局 長 定年

明　田　実　鶴 井 手 町 商 工 会 事 務 局 長 退職

小　川　嘉　幸 久 御 山 町 商 工 会 事 務 局 長 退職

岡　本　勝　司 与 謝 野 町 商 工 会 事 務 局 長 定年

森　山　誠　司 木 津 川 市 商 工 会 経 営 支 援 員 退職

八　木　あけみ 南 丹 市 商 工 会 経 営 支 援 員 定年

佐　藤　広　宣 京都府商工会連合会 補 助 員 ３月30日付退職

梅　原　佳　恵 京都府商工会連合会 補 助 員 退職

【事務局長へ任用変更・新規採用】 令和６年４月１日付

氏　名 令和６年度所属 旧職等 備　考
中　戸　太　郎 精 華 町 商 工 会 新 規 採 用 者
中　山　裕　之 木 津 川 市 商 工 会 経 営 支 援 員 経営支援員から事務局長へ任用変更
鵜ノ口　眞　司 久 御 山 町 商 工 会 経 営 支 援 員 経営支援員から事務局長へ任用変更
市　田　哲　也 与 謝 野 町 商 工 会 経 営 支 援 員 経営支援員から事務局長へ任用変更
寺　井　　　豊 京 田 辺 市 商 工 会 新 規 採 用 者
山　本　勇　人 井 手 町 商 工 会 新 規 採 用 者

令和6年度府内商工会定期人事異動等一覧

団　体　名 氏　名
南 丹 市 商 工 会 本　郷　佳　典
木 津 川 市 商 工 会 田　﨑　寛　人
木 津 川 市 商 工 会 山　本　芳　己
木 津 川 市 商 工 会 松　田　智　美
久 御 山 町 商 工 会 田　中　祥　悟
与 謝 野 町 商 工 会 西　岡　光　喜

交 付 対 象 者
新
任
応
援
隊
　
集
合
写
真
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４月26日（金）、京都市「ホテルグランヴィア京都」において、令
和６年度京都府商工会青年部連合会通常総会を開催しました。

通常総会は八幡市商工会青年部部長の森田広大議長のもとに、提案
した全ての議案が原案通り可決されました。

なお、総会に先立ち京都府商工会青年部 部長会議を開催し、その後、
開催した研修会では大阪府商工会青年部連合会会長 今城俊哉氏に「大
阪の魅力発見と事業構築に
ついて～全国大会から学ぶ
～」をテーマに、今年、大
阪で行われる全国大会を成
功させるための対策等につ
いてご講演をいただきまし
た。

５月７日（火）、京都市「ホテルグランヴィア京都」において、令和
６年度京都府商工会壮青年部通常総会を開催しました。議事については、
与謝野町商工会壮青年部員の加賀谷淳司議長のもと提案した全ての議
案が原案通り可決されました。なお、総会に先立ち 岩橋マネージメン
トサービス代表 岩橋　亮氏
による「未来へつなぐ改革
～中小企業が実践した経営
革新～」をテーマに活性化
講演会を開催し、事業転換・
改革の重要性を学ぶことが
できました。

京都府商工会青年部連合会 通常総会 開催京都府商工会青年部連合会 通常総会 開催

京都府商工会女性部連合会 通常総会 開催

京都府商工会壮青年部 通常総会 開催

● 議　案  
　第１号議案
　 令和５年度事業報告及び収支決算承認の件
　第２号議案
　 令和６年度事業計画（案）及び収支

予算（案）決定の件
　第３号議案
　 令和６年度会費賦課額及び徴収方法決定の件
　第４号議案
　役員の一部補充選任の件

● 議　案  
　第１号議案
　令和５年度事業報告及び収支決算書の承認の件
　第２号議案
　 令和６年度事業計画（案）及び収支予算（案）の

決定の件
　第３号議案
　 令和６年度会費の賦課額及び徴収方法決定の件

４月24日（水）、京都市「ザ・サウザンド京都」において令和６年
度京都府商工会女性部連合会通常総会を開催しました。

総会に先立ち、主張発表大会が執り行われ、
最優秀賞には真下真奈美様（福知山市商工会女性部）が選ばれました。

最優秀賞を受賞された真下真奈美様は、近畿ブロック大会（９月２
日～３日in和歌山市）に京都代表として出場いただくこととなりました。

続いて、活性化講演会は、「人のつながりでできる商店街の活性化」
と題し、三井奈美氏にご講演いただき、まちを活性化するためには人
のつながりが重要であることを再認識できた講演会となりました。

通常総会では、京丹後市商工会女性部の福田さなよ氏を議長に選出
し、提案したすべての議案が原案どおり可決されました。

また、役員の一部補充選任を実施し、新役員として向日市商工会女
性部の矢野サチ子氏が選任されました。

通常総会通常総会

活性化講演会（岩橋氏）

理事・役員集合写真

通常総会通常総会

研修会研修会

● 議　案  
　第１号議案
　令和５年度事業報告及び収支決算の承認の件
　第２号議案
　 令和６年度事業計画（案）及び収支予算（案）

の決定の件
　第３号議案
　令和６年度会費賦課額及び徴収方法決定の件
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〔 専 門 家 派遣制度 のご案 内〕 お問い合わせはお近くの商工会まで

〈エキスパート・バンク事業〉

初回無料
１テーマ最大５回

幅広い経営
課題に対応

制度改正の
課題解決！

再建・整理！
弁護士・調停士に
相談

環境変化に
対応！

※２回目以降は
　受益者負担あり

経営戦略・マーケティング・
労務・法務など…

※専門家は連合会が
　委嘱した弁護士・
　商工調停士に限る

※具体的な手続き代行等は専門家との個別契約となります

〈制度改正等の課題解決環境整備事業〉
　労働法制、民法等の制度改正等により生じる諸課題
への対応や生産性向上に向けた課題解決のための派遣

制度です。

〈事業環境変化対応型支援事業〉
　デジタル化、インボイスといっ
た環境変化による影響を受ける事業
者の課題解決のための派遣制度

　幅広い経営課題に対応する、使い勝手の良い制度
です。他の制度に当てはまらないニッチな案件等のご相
談には、本制度による専門家派遣をご活用ください。

〈経営安定特別相談事業〉
　再建・整理・倒産防止・資
金繰りなど、喫緊の課題に対応す
る相談事業です。弁護士・商工調停士と
密な相談が
できます。

相談無料

１テーマ
最大４回（無料）

１テーマ
最大４回（無料）

（活用例）
◆許認可取得・
　申請の助言
◆個人からの法人化

（活用例）
◆再建計画の作成・
　法的手続きの支援
◆金融機関向け改善
　計画の作成支援

（活用例）
◆事業収益確保に係る支援
◆商品開発　◆働き方改革

（活用例）
◆インボイス・
　電子帳簿保存
◆デジタル化

１ 2

3 4

皆さんができるだけ安心して生活できるよう、
また、会社の経営ができるように日々 努力しています。

企業法務 困
っ
た
時
に
は

ま
ず
お
電
話
を
。
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■ホームページ■
https://www.jecom-db.com/

小規模事業者持続化補助金の活用事例
創意工夫を凝らした地道な販路開拓等

ご
協
力
い
た
だ
け
る
建
築�

事
業
者
様
を
見
つ
け
た
い
！！

　�

建
物
登
記
支
援
セ
ン

タ
ー
株
式
会
社

　
建た

て
べ部�

六む
つ
え咲（

代
表
取
締
役
）

　（
長
岡
京
市
商
工
会
）

弊
社
は
、
所
有
者
本
人
に
よ

る
不
動
産
登
記
申
請
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
事
業
と
し
て
、「
建
物
登
記

本
人
申
請
支
援
事
業
」
を
令
和
３

年
よ
り
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
新

規
性
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
東
京

法
務
局
へ
遵
法
性
の
確
認
を
取
り
、

利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
構
築
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
建
物
登
記
に
つ
い

て
、
そ
の
煩
雑
さ
か
ら
多
く
の
方

が
「
自
分
で
行
う
こ
と
は
不
可
能
」

と
諦
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
お
客
様
の
た
め
に
弊
社
が
登
記

申
請
書
と
建
物
図
面
の
作
成
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
お
客
様
の
負
担

を
軽
減
し
、
簡
単
か
つ
低
価
格
で

登
記
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
に
は
、
費
用
面
の

メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
登
記
を

自
身
で
成
し
遂
げ
た
と
い
う
達
成

感
を
味
わ
っ
て
頂
い
た
う
え
に
、

我
が
家
の
歴
史
と
し
て
自
ら
の
署

名
が
法
務
局
に
半
永
久
的
に
残
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
、
持
続
化
補
助
金
を
活

用
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
良
、

お
よ
び
建
築
事
業
者
様
向
け
に

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
発
送
を

行
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
良
に
つ

い
て
は
、
外
部
業
者
様
に
作
成
頂

い
た
お
役
立
ち
コ
ラ
ム
を
掲
載
す

る
と
と
も
に
、サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

の
追
加
を
行
い
ま
し
た
。
加
え

て
、
全
国
の
建
築
事
業
者
様
に

向
け
て
顧
客
紹
介
依
頼
の
た
め

６
︐0
0
0
通
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
作
成
、
発
送
を
行
い
ま
し
た
。

Ｄ
Ｍ
発
送
後
、
建
築
事
業
者

様
か
ら
は
複
数
の
問
い
合
わ
せ
を

頂
い
て
お
り
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
と
し
て
大
変
有
意
義
な
機

会
を
頂
き
ま
し
た
。

弊
社
の
事
業
は
社
会
課
題
に

も
な
っ
て
い
る
所
有
者
不
明
（
未

登
記
）
建
物
の
解
消
に
役
立
つ

事
業
で
あ
り
、
今
後
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
着

実
に
事
業
を
成
長
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
に
寄
り
添
う
美
容

室
を
め
ざ
し
て

　
有
限
会
社
マ
リ
ン
ベ
ビ
ー

　
加か

じ治�

涼す
ず
か香

（
取
締
役
）

　（
大
山
崎
町
商
工
会
）

当
社
は
１
９
９
８
年
７

月
に
設
立
し
た
美
容
室

「
M
A
R
K
Ⅱ 

山
崎
店
」
を

営
ん
で
お
り
ま
す
。
開
業
当

時
の
お
客
様
が
お
孫
様
を
連

れ
て
来
店
さ
れ
る
と
い
っ
た
、

20
年
以
上
来
店
さ
れ
る
お
客

様
が
多
数
を
占
め
る
地
元（
大

山
崎
）
の
方
々
に
愛
さ
れ
て

い
る
美
容
室
で
す
。

長
年
、
お
客
様
に
寄
り
添

う
施
術
を
心
掛
け
て
き
た
こ

と
も
あ
り
、
お
客
様
か
ら
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
相
談
を
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に

よ
っ
て
頭
部
の
外
観
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
悩
み
を
お
聞
き

す
る
こ
と
は
、
髪
の
健
康
や

美
し
さ
に
つ
い
て
知
識
を
有

す
る
プ
ロ
と
し
て
は
、
そ
の

心
理
的
な
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
し
た
い
と
思
う
日
々
で

す
。そ

の
た
め
私
共
は
、
疾
病

や
そ
の
治
療
に
よ
り
生
じ
た

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
生

活
の
質
向
上
を
図
る
手
段
と

し
て
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
提

供
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
様
々
な
原
因
で
脱

毛
さ
れ
た
方
の
生
活
の
質
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
発

さ
れ
た
ウ
ィ
ッ
グ
と
な
り
ま

す
。小

規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
で
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、

従
来
の
施
術
ス
ペ
ー
ス
か
ら

完
全
に
隔
離
し
た
個
室
を
設

け
る
こ
と
に
活
用
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、「
周
囲
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
お
話
し
い

た
だ
け
る
」
と
共
に
、
口
コ

ミ
に
よ
る
新
た
な
顧
客
の
来

店
も
増
え
て
い

ま
す
。
今
後
も

お
客
様
に
寄
り

添
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
続

け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■ホームページ■　https://mark2yamazaki.com/

補助金を利用して、改良したホー
ムページ

補助金を活用して新設したプラ
イベートルーム

代表取締役 建部 六咲 氏

取締役 加治 涼香 氏
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販路開拓支援事業販路開拓支援事業に出展出展
してみませんか

催 事 名 ニッポン全国物産展 大商工祭

概 　 要 首都圏で開催され
る大型物産展

京都府農林水産フェ
スティバルと同時開
催する大型物産展

主 　 催 全国商工会連合会 京都府商工会連合会等

出品商品/対象者 食品・工芸 食品・工芸

会 　 場 東京都
池袋サンシャインシティ パルスプラザ京都

会 　 期 11/15～17 11/30～12/１

募 　 集 食品実演：2事業者
物品販売：1事業者 20事業者

※上記催事に出展をお考えの方は、最寄りの商工会まで
　ご連絡ください。

ニッポン全国物産展

大商工祭
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木津川市は、京都府最南部に位置し、平成19年に３町
（旧木津町・加茂町・山城町）が合併してできた市です。近
畿のほぼ中央、京都・大阪の都市中心部から約30キロメー
トル圏内に位置しており、好立地であることから市の人口も
市の発足時（平成19年）から１万人以上増加しています。

歴史的には、天平12年（西暦740年）に、聖武天皇が平
城京から現在の木津川市加茂町の恭仁京に都を遷し、足掛け５年にわたって日本の
首都であった時期もあります。この地域は奈良や京都、伊勢、伊賀を結ぶ街道の宿場町
として発展するとともに、宇治茶やタケノコなどの主産地として優良な農業地域として栄
えました。また、地場産品として相楽木綿、京織ふすま紙などの伝統産業が盛んです。
国宝や重要文化財が多く、豊かな伝統文化や自然がある一方、最先端の研究機関
が立地する「関西文化学術研究都市」の中核都市でもあります。

木津川市商工会では地域唯一の総合経済団体として、地域経済の活性化と持続的発展に資
する事業を積極的に推進しています。地域振興としては、打ち上げ花火を行う「木津川市市民ま
つり」への支援をはじめ、旧町単位で行う木津川市「かもまつり」「やましろまつり」「木の津ま
つり」の３町の地域まつりの実施、伝統的な技術や地域の素材を使用している製品や商品を紹
介する「木津川市ものづくりフェア」の開催、さらに昨年度は京都府内初となるデジタル地域通貨
「きづがわPay」によるプレミアム商品券事業も実施しました。
新型コロナウイルス感染症は鎮静化したものの、原材料高騰や人手不足など中小事業者はまだ
まだ多くの課題に対応しなければなりません。木津川市商工会は、経営改善・地域振興・組織強
化という３本の柱で継続性のある商工会運営を行い、地域の課題解決に邁進してまいります。

木津川市の一大イベント
として毎年約50,000人の方
が楽しんでいた「木津川市
夏祭り」が、令和４年から「木
津川市市民まつり」として
復活しました。お祭りのメイ
ンイベントには花火が打ち
上がり、見上げる夜空をし
だれ柳が埋め尽くします。

わがまちわがまち自慢自慢

事務局長、経営支援
員８名、特別経営指導
員１名、一般職員２名、
記帳指導員４名、事業
環境変化対応型窓口担
当者３名の合計19名に
て業務を行っています。
会員数1,000事業所を超
える商工会であるため、
職員も大所帯ですが、職
員同士の連絡を密にし
て支援を行っています。

職員紹介

蟹の恩返し伝承で有名な「蟹満寺」

市民まつり（花火）

木津川市
市民まつり

「木津川市フォトコンテスト
入賞作品」岩船寺

木津川市商工会第13回

　
　
副
会
長羽田 

雅
道

（
羽
田
建
設
㈱代表

取
締
役
）

　
　
会
長大

倉 

竹
次

（
㈱
A
l
u
c
o

代
表
取
締
役
）

　
　
副
会
長高岡 

伸
行

（
す
し
園
　
代
表
）

役員紹介

一
般
職
員

一
般
職
員

三
宅
三
宅  

由
美
子

由
美
子

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

眞
鍋
眞
鍋  

貴
志
貴
志

事
務
局
長

事
務
局
長

中
山
中
山  

裕
之
裕
之

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

田
﨑
田
﨑  

寛
人
寛
人

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

松
田
松
田  

智
美
智
美

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

森
井
森
井  

重
行
重
行

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

山
本
山
本  

芳
己
芳
己

課
長
課
長  

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

檜
垣
檜
垣  

哲
也
哲
也

課
長
課
長  

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

河
村
河
村  

泰
広
泰
広

課
長
課
長  

経
営
支
援
員

経
営
支
援
員

近
藤
近
藤  

竜
太
郎

竜
太
郎

記
帳
指
導
員

記
帳
指
導
員

中中

  

倫
子
倫
子

記
帳
指
導
員

記
帳
指
導
員

山
嵜
山
嵜  

香
世
子

香
世
子

記
帳
指
導
員

記
帳
指
導
員

藤
原
藤
原  

三
容
子

三
容
子

記
帳
指
導
員

記
帳
指
導
員

川
本
川
本  

宏
子
宏
子

一
般
職
員

一
般
職
員

竹
原
竹
原  

実
穂
実
穂

特
別
経
営
指
導
員

特
別
経
営
指
導
員

原
　
原
　  

幸
彦
幸
彦 事

業
環
境
変
化

事
業
環
境
変
化

対
応
型
窓
口
　

対
応
型
窓
口
　

担
当
者

担
当
者

坂
本
坂
本  

秀
隆
秀
隆

事
業
環
境
変
化

事
業
環
境
変
化

対
応
型
窓
口
　

対
応
型
窓
口
　

担
当
者

担
当
者

小
森
小
森  

充
子
充
子

事
業
環
境
変
化

事
業
環
境
変
化

対
応
型
窓
口

対
応
型
窓
口

担
当
者

担
当
者

中
村
中
村  

ま
き
子

ま
き
子


